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労 働 力 の 価 値 と ｢貧 困 ｣
― 発 達 し た 資 本 主 義 社 会 に お け る
｢貧困｣理解の方法について―(上)
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提とすると､社会保障 (年金 ･公的扶助 ･児童手
当など)の充実によってその生活が保障されること
が本筋であると思われるD拡大した労働力人口の全
てに価値-100の雇用を保障することは.ある意味
で不可能であり､これらの人々は雇用か福祉かの選
択を迫られることになる｡つまり､一方において社会
保障の発展がないと､常用雇用化(decasualization)
はむずかしいことになる｡これも後に考察する労働
と福祉のつながT)に他ならない
なお､フランスのL.ストレリュ氏 (ジスカール･
デスクソ大統領時代の雇用長官)紘.低成長と完
全雇用を統一させるために､雇用のカジ1アライ
ズ ClF常用化)を早くから提唱していた｡筆者と
は反対の意見であるが､現実は労基法改悪朗台め
として次々に不安定雇用の創出がわが国において
進行した｡
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